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もつ と一般由な問題 として朝日が提起 したのは無限格子系壬こおける固有函数
展開可能な函数空間の性質である｡即ち廟 日は無限個の定差方程式の解をL2(
0,∞)(ただし積分の代 りに和) という函数空間に制限すれば固有函数展開が
可能である事 を証明L,たo議論の筋道は微分方程式の場合 と同一であるo この
結果 とL,て一般に ユocali2;edTmodeを求める場合に行 うGreen函数の解析
延長の方向の一方牲 (実軸より上方)は上記のL2 条件を満足する為に必要で
ある事 を示 してその妥当性を保証 した｡この L2 条件は十分条件であって厳 し
す ぎる場合 もありうるが､濃度有限の不純物を含む無限系のスペク トル等の問
題に対 しては問題設定 (答)の妥当性の一つの評価基準 として極めて大切な も■
のと思われ るO (柏 村)
回 顧 と展 望 工
第- 日目の午後五時か ら六時半まで,昨年の研究会の反省のためのSymPO-
siumに時間 をとつ~た.不可逆性を論ず るのに､harmoniclaもticeだけと






eq.の fricもiontefmとかrandom forceの意味づ汀か ら､b畝も-bath
とい う概念の もつあいまいさに至 るまで､多 くのPbilrJSつ1コhyが述べ られた
が,物理的に も数学的に もあいまいさを残 さないで､産額7.･Cやるとなると､大
仕事である｡
いづれにせよ､ほかでやっていない間層で､ しか もや らなければならない事
･-40-
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は､百倍を もってやるべ きだろ う｡ それ とともにanharmOn土Cな forceをい
れたnOn-linearproblem も､むづか LJい問題ではあるが､並行 して とり
あげてい く事は必要であろうとい う反省 とも結論 とも云えるものに落着いた横
である｡
もつ と立入った討論は､具体的な報告や､最終 日cP将来計画に もち込 まれた
ので'.簡単 な報告.lrことどめます｡ (戸 谷)
回顧 と展 望 Ⅱ
回顧 と展望につL､ては､討論の結果,次の様な表がまとめられたO 但 し､あ
る間題が解決 されたかそれ とも未解決であるかについてはかな り意 見が分れたO
例えばpeakと islandの嫡孫の問題は未解決である与い う意 見も有力であ
ったO非常を;厳格に考えれば､完全に解決 された問題は-一つ もな く､すでに得
られている培異はすべてt'-一応の ",或は"近似的な り解答にすぎないから,
これは当然の事である｡ 表の騎方向の区分は従って必ず しも明確な意味 をもつ
ものではない｡ なおこの表は解決 された問題について も､すべてを もうらした
ものではな く､現在長 も着席 となっているものを拾 い上げたにすぎない｡
戸田は､.在来の統計力学は位相空間 とアンサンプノレないしBol七五皿a三m の原
理 という巧 妙な概念を使って親み立てられてお り, その formulationがあま
りに もうまく出来すぎているために､物理的な内容については分 ちない草が多
い､ とい う事 をコ.メン トしたO との研究会において も､統計力学の物理的な基
礎が大きなテーマの 1つになっているが,その研究の一つの方向 として､位相
空間から昭発せず､配置空間 と甲olもⅩmannの原理 と熱力学 (即ち経験法則)
か ら逆に運動量空間.r･C関す る知識を得る方法を振動子系に応用する､ とい う可
能性がある事が宿梼 ざれた｡
小寺はrandomfieldの理論の不 可逆過程-の応用 (天撃 traTldomfield
と抵抗 "の問題)に娼 L,て､不 可逆性がrand_omfiel狛 こ原歯するもめであ
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